
                                          会 報 第 20 号 

 

平成 26年 1 月 18 日 

水 を 語 る 会 

会長 眞柄 泰基 

現在の会員数 一般会員 134 名 団体会員 5団体 協力会員 4名 (平成 25 年 6月現在) 

 

第 16回 会員集会の報告 

日時：平成 25 年 9 月 28 日（土）14～16 時 

場所：日本水道会館 会議室 

講演：「工業用水道の昔と今」 

講師：一般社団法人日本工業用水協会 顧問 

 綾 日出教 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「工業用水道の昔と今」を知る綾先生より，

工業用水道の特徴，成り立ち，現状，今後の

展望をご講演頂き，示唆に富むご講演を頂い

た． 

工業用水道の特徴として，①日本独特のシ

ステムで他国に例がない，②低コストのシス

テムである，③日本の産業を支え，日本の産

業が依存している，④地盤沈下等の公害削減

に貢献した，⑤工業用水道の施設は多様性に

富む，という 5点を挙げた． 

工業用水道の成り立ちでは，工業用水道に

関連する事項を年表に示し，また，地盤沈下

の経年変化，工業用水の実配水量・契約水量

のグラフを用い，工業用水道の果たしてきた

役割を説明された． 

また，工業用水道事業特有の経営上の問題

として，①料金の不均衡（契約時期により，

受水企業の料金に差異がある），②料金体系の

設定（責任水量制，二部料金制）を挙げた．

料金体系の設定に関しては，日本工業水協会

内でも議論が行われており，事業体によって

意見が分かれるという．工業用水道事業の収

支に関する情報を示しながら，受水企業に事

業の現況を理解してもらうことが重要である

とご示唆頂いた． 

その後の質疑応答・討議では，工業用水道

事業の民営化等について話が及んだ． 

親水道百選のご紹介 

JR 門司港駅構内の蛇口と手洗い器が紹介さ

れた．JR 門司港駅の駅舎は 1914 年に建設され，

1988 年に駅舎としては初めて国の重要文化財

に指定された．洗面所内の手洗い器は今も現

役で使用されている． 

定例幹事会の報告 

日時：平成 26 年 1 月 18 日（土）12 時～14 時 

場所：日本水道会館（会議室） 

議題：次回講演会の検討，Website リニューア

ルの最終確認他 

編集後記 

近日中に，「水を語る会」Website をリニュ

ーアルする予定です．会員の皆さんにとってよ

り使いやすいようにデザインして頂きました．

ご意見，ご要望，ご感想等御座いましたら，お

気軽にご連絡下さい． 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.dab.hi-ho.ne.jp/mizu-o-katarukai/ 

以 上 


